



























































本研究では，sphere assay，CD44 および CD24 による
















能を示した。さらに CHMm 由来の SP 細胞は非 SP 細胞
に比べて高い腫瘍形成能を示した。また外科切除乳腺腫瘍
の sphere 解析では，すべての症例で sphere の形成が認め
られた。
2）犬の肝癌幹細胞の同定13）









次に CD90 と CD44 マーカーに着目し CD90+CD44+ 細胞集
団を分取し，sphere assay による自己複製能および超免
疫不全 NOG マウスへの皮下移植による腫瘍形成能を解析
した。犬肝細胞癌株は CD44 および CD29 高発現，CD90
中等度発現，CD13，CD133 低発現を示した。さらに分取
した CD90+CD44+ 細胞集団は CD90－ CD44+ 細胞集団より
も高い自己複製能および腫瘍形成能を示した。CD13+ 細



















析した。CMSC 株は成長因子の有無に関わらず sphere の
形成が認められたが，CMSJ 株は GF+ 培地でのみ sphere
の形成がみられた。異種移植実験では GF+ 由来の sphere
形成細胞は GF－由来の sphere 形成細胞および親細胞株
に比べて少ない細胞数で腫瘍を形成し，腫瘍容積の増大が



















CD24）および aldefluor assay により CD44+CD24－細胞お
よび ALDHhigh 細胞集団を同定した。さらに FKNp 株に着
目し，ALDHhigh 細胞の表面抗原解析，セルソーターを用
いて FKNp 株由来の ALDHhigh および ALDHlow 細胞集団
を分取し，NOG マウスへの皮下移植による腫瘍形成能を
評価し，形成された腫瘍は aldefluor assay および病理組
織学的に解析した。すべての乳癌細胞株中に CD44+CD24－ 
細胞および ALDHhigh 細胞集団が様々な割合で認められ





FKNp 株由来の ALDHhigh 細胞は高い腫瘍形成能を有し，








における CTBp および CNMp の sphere 形成を抑制する
化合物をスクリーニングし，低濃度で sphere 形成を阻害
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